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第9回身体障害者安全運転競技大会

自動車練習コース
運転技術の向上、交通事故を起こさないために自動車練習コースで運転操作の技術を
向上させませんか？身体障害者手帳をお持ちの方は無料となります。
定休日：毎週月曜日、夏期及び年末年始　利用時間：9時～17時まで(最終受付16時)

5/28

無料

～城西福祉会は、昭和４１年に身体に障害を持たれた方が、自動車に関する技術を身につけ「第二の新しい
手・足」として社会の一員としての生活ができるように、支援・援助を致したいとの思いで設立いたしました～

〒462-0021　名古屋市北区成願寺 2 - 6 - 1 9
電話：052 - 912 - 3946　　ＦＡＸ：052 - 913 - 0130
ホームページ：http://www.josai .or . jp/　　Ｅメール：info ＠ josai .or . jp

一般財団法人　城 西 福 祉 会

道路交通法の学科テストや運転技能コンテストを行い安全運転意識の向上を図ります。
優勝者には賞品を、参加者全員に記念品を用意しております。参加費無料・昼食付
詳しくは城西福祉会まで。

平成29年度　一般会計収支予算
（単位　千円）

収　　入 金　　額 支　　出 金　　額

会 費         10,050 事 務 費           8,547 

県 補 助 金           1,560 会 議 費             706 

助 成 金           1,496 事 業 費           4,764 

寄 付 金             300 特別事業費             583 

繰 入 金             959 負 担 金             365 

諸 収 入 金             350 諸 支 出 金               50 

前期繰越金             400 予 備 費             100 

計         15,115 計         15,115 

平成29年度障害者社会参加推進センター
特別会計収支予算

（単位　千円）

収　　入 金　　額 支　　出 金　　額

委 託 金         15,194 事 務 費           9,513 

諸 収 入 金               10 会 議 費               75 

一般事業費           5,616 

計         15,204 計         15,204 

　

去
る
、
３
月
23
日（
木
）、
愛
知

県
白
壁
庁
舎
に
お
い
て
臨
時
総
会

を
開
催
し
、
平
成
二
十
九
年
度
予

算
案
及
び
事
業
計
画
案
が
審
議
の

う
え
全
会
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し

た
。

　

当
日
、
総
会
の
議
長
に
は
、
選

出
さ
れ
た
澤
理
事
（
知
多
郡
支
部

長
）
が
進
行
を
務
め
、
以
下
の
議

案
を
審
議
し
、
全
て
可
決
さ
れ
ま

し
た
。

第
一
号
議
案

<

平
成
二
十
九
年
度
事
業
計
画>

　

今
年
度
も
、
昨
年
度
に
策
定
し

た
「
行
動
計
画
」
の
も
と
、
会
員

が
一
丸
と
な
っ
た
取
組
み
を
引
き

続
き
進
め
て
い
き
ま
す
。

<

重
点
事
業>

①
全
国
及
び
県
内
の
障
害
者
団
体

と
連
携
し
、
障
害
者
が
虐
待
や

差
別
を
受
け
る
こ
と
が
無
い
社

会
づ
く
り
の
実
現
を
図
る
。

②
各
種
事
業
の
展
開
や
情
報
交
換

等
を
積
極
的
に
行
う
と
と
も

に
、
本
連
合
会
の
機
能
強
化
等

に
向
け
た
「
行
動
計
画
」
に
つ

い
て
も
積
極
的
に
取
組
み
活
性

化
を
図
る
。

③
身
体
障
害
者
相
談
員
協
議
会
の

活
動
を
積
極
的
に
支
援
し
、
相

談
事
業
の
活
性
化
を
図
る
。

④
障
害
者
社
会
参
加
促
進
事
業
等

の
推
進
を
図
り
、
障
害
者
の
社

会
参
加
を
促
進
す
る
。

※
事
業
計
画
に
つ
い
て
は
、
別
途

掲
載

第
二
号
議
案

<

平
成
二
十
九
年
度
一
般
会
計
収

入
支
出
予
算>

　

一
般
会
計
の
収
入
総
額
は
約

一
千
五
百
十
万
円
で
す
。

　

会
費
は
、
一
千
五
万
円
（
46
支

部
）。
そ
の
う
ち
賛
助
会
費
（
４

団
体
）
五
万
円
が
含
ま
れ
て
い
ま

す
。

【
賛
助
会
員
】

○（
一
財
）城
西
福
祉
会
様

○
島
手
そ
う
め
ん
販
売（
株
）様

○
丸
大
食
品（
株
）様

○（
株
）東
海
シ
ー
オ
ー
エ
ー
エ
ス
様

　

そ
の
他
、
県
か
ら
の
補
助
金
や

共
同
募
金
か
ら
の
配
分
金
、
明
石

会
か
ら
の
助
成
金
な
ど
を
収
入
財

源
と
し
て
い
ま
す
。

　

支
出
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き

愛
身
連
の
組
織
基
盤
強
化
に
取
り

組
む
た
め
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
会
議
費
に
約
十
二
万
円
の
ほ

か
、
そ
れ
に
係
る
予
算
を
次
の
と

お
り
盛
り
込
み
ま
し
た
。

　

各
支
部
が
所
属
す
る
４
地
区
協

議
会
の
交
付
金
に
、
組
織
活
性
化

に
向
け
た
取
り
組
み
に
か
か
る
経

費
約
二
十
万
円
を
、
街
頭
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
（
障
害
者
週
間
）
の
活
動

に
三
十
五
万
円
を
計
上
。

　

そ
の
他
、
日
本
身
体
障
害
者
福

祉
大
会
が
近
隣
の
岐
阜
県
で
開
催

さ
れ
る
た
め
、
大
会
参
加
費
の
半

額
負
担
十
五
万
円
等
。

第
三
号
議
案

<

平
成
二
十
九
年
度
障
害
者
社
会

参
加
推
進
セ
ン
タ
ー
特
別
会
計
収

入
支
出
予
算>

　

収
入
総
額
は
、
前
年
度
同
額
の

約
一
千
五
百
二
十
万
円
で
、
ほ
と

ん
ど
県
か
ら
の
委
託
金
を
財
源
と

し
て
い
ま
す
。

　

疾
病
等
に
よ
り
咽
頭
を
摘
出

し
、
音
声
機
能
を
喪
失
し
た
方
に

対
し
て
の
発
声
訓
練
や
、
点
訳
・

朗
読
奉
仕
員
を
養
成
す
る
等
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
確
保
等
の
費

用
に
約
二
百
六
十
万
円
。
ス
ト
マ

用
装
具
の
装
着
者
へ
の
、
オ
ス
ト

メ
イ
ト
社
会
適
応
訓
練
や
、
視
覚

障
害
者
を
対
象
と
し
た
盲
女
性
家

庭
生
活
訓
練
、
盲
青
年
社
会
生
活

教
室
等
の
生
活
訓
練
等
の
費
用
に

約
八
十
四
万
円
。

　

そ
の
他
、
障
害
者
一
一
〇
番
等

が
あ
り
ま
す
。

※
各
障
害
別
団
体
に
つ
い
て
は
、

当
連
合
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

紹
介
し
て
お
り
ま
す
の
で
ご
覧

く
だ
さ
い
。

第
四
号
議
案

<

平
成
二
十
九
年
度
運
用
基
金
特

別
会
計
収
入
支
出
予
算>

第
五
号
議
案

<

平
成
二
十
九
年
度
職
員
退
職
引

当
金
特
別
会
計
収
入
支
出
予
算>

平
成
二
十
九
年
度
予
算

三
月
臨
時
総
会
で
承
認

◆
第
55
回
愛
知
県
障
害
者
ス
ポ
ー

ツ
大
会

・
水
泳
・
卓
球　
　

（
安
城
市
）

　

５
月
６
日（
土
）

・
陸
上
・
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク

（
豊
田
市
運
動
公
園
陸
上
競
技
場
）

　

５
月
20
日（
土
）～
21
日（
日
）

◆
日
身
連
政
策
協
議
（
岐
阜
県
）

　

５
月
30
日（
火
）

◆
第
62
回
日
本
身
体
障
害
者
福
祉

大
会　
　
　
　
　

（
岐
阜
県
）

　

５
月
31
日（
水
）

◆
第
26
回
ハ
イ
キ
ン
グ
研
修
会

　

７
月
７
日（
金
）　

（
三
河
部
）

　

７
月
17
日（
月・祝
）（
尾
張
部
）

◆
第
51
回
作
品
展　

（
一
宮
市
）

　

８
月
19
日（
土
）～
20
日（
日
）

◆
第
28
回
愛
知
県
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

大
会　
　
　
　
　

（
一
宮
市
）

　

９
月
10
日（
日
）

◆
第
21
回
中
部
ブ
ロ
ッ
ク
身
体
障

害
者
相
談
員
研
修
会（

石
川
県
）

　

10
月
11
日（
水
）～
12
日（
木
）

◆
第
17
回
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ

大
会　
　
　
　
　

（
愛
媛
県
）

　

10
月
28
日（
土
）～
30
日（
月
）

◆
第
７
回
愛
知
県
グ
ラ
ウ
ン
ド
・

ゴ
ル
フ
大
会　
　

（
半
田
市
）

　

11
月
26
日（
日
）

◆
第
57
回
愛
知
県
身
体
障
害
者
福

祉
大
会　
　
　
　

（
日
進
市
）

　

12
月
３
日（
日
）

◆
障
害
者
週
間
に
併
せ
た
街
頭

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
実
施

　

12
月
３
日（
日
）～
９
日（
土
）

◆
愛
知
県
ボ
ッ
チ
ャ
競
技
大
会

（
名
古
屋
市
）

　

12
月
９
日（
土
）

◇
機
関
紙
「
愛
知
身
障
」
の
発
行

　

５
月
15
日（
月
）

　

９
月
15
日（
金
）

　

１
月
15
日（
月
）

◇
定
時
総
会
・
組
織
強
化
に
向
け

た
事
例
研
修
会

（
愛
知
県
白
壁
庁
舎
）

　

６
月
22
日（
木
）

◇
臨
時
総
会（

愛
知
県
白
壁
庁
舎
）

　

３
月
22
日（
木
） 

◇
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
会
議

　

７
月
13
日（
木
）

　

10
月
５
日（
木
）

　

２
月
１
日（
木
）

＝
愛
知
県
身
体
障
害
者

相
談
員
協
議
会
＝

●
相
談
員
協
議
会
理
事
会

（
愛
知
県
白
壁
庁
舎
）

　

５
月
25
日（
木
）

　

３
月
12
日（
月
）

●
相
談
員
協
議
会
総
会
（
事
例
研

修
会
等
）（

愛
知
県
白
壁
庁
舎
）

　

５
月
25
日（
木
）

●
第
18
回
愛
知
県
身
体
障
害
者
相

談
員
研
修
会
（
南
尾
張
地
区
）

　

２
月
４
日（
日
）～
５
日（
月
）

平
成
29
年
度
　
年
間
行
事
予
定
表

　

第
51
回
愛
知
県
身
体
障
害
者

作
品
展
を
８
月
19
日（
土
）～
20

日（
日
）の
２
日
間
、
一
宮
市
の

「
尾
西
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー　

大

ホ
ー
ル
」
で
開
催
し
ま
す
。

　

当
初
の
予
定
は
８
月
５
日（
土
）

～
６
日（
日
）で
し
た
が
、
会
場
の

都
合
な
ど
に
よ
り
、
日
程
が
変
更

と
な
り
ま
し
た
の
で
、
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

　

作
品
展
で
は
、
毎
回
多
く
の
方

に
参
加
を
し
て
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
。
ど
の
作
品
か
ら
も
、
作
者

の
方
の
努
力
や
熱
い
気
持
ち
が
伝

わ
っ
て
き
ま
す
。
ぜ
ひ
、
多
く
の

皆
さ
ん
に
参
加
し
て
い
た
だ
く
と

と
も
に
、
来
て
、
見
て
、
感
じ
て

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
力
作
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
！

【
申
込
み
先
】

　

お
住
ま
い
の
身
障
会
が
窓
口
と

な
り
ま
す
。
申
込
み
に
は
期
限
が

あ
り
ま
す
の
で
、
遅
れ
な
い
よ
う

に
お
願
い
し
ま
す
。

【
会
場
】

<

尾
西
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー>

　

一
宮
市
東
五
城
字
備
前
12

（
Ｔ
Ｅ
Ｌ
）

　

０
５
８
６-

６
２-

８
３
３
３

一
宮
市
で
開
催
さ
れ
ま
す
！

第
51
回
「
作
品
展
」

８
月
19
日（
土
）～
20
日（
日
）
　

７
月
７
日（
金
）、
17
日（
月
・

祝
）の
２
日
間
、
ハ
イ
キ
ン
グ
大

会
を
開
催
し
ま
す
。

　

今
年
は
７
日（
金
）に
東
三
河

地
区
の
方
を
対
象
に
、
17
日（
月・

祝
）は
東
三
河
地
区
以
外
の
方
を

対
象
に
し
て
行
い
ま
す
。

　

今
回
は
岐
阜
県
美
濃
加
茂
市
に

あ
る「
平
成
記
念
公
園　

日
本
昭

和
村
」で
ハ
イ
キ
ン
グ
を
行
う
予
定

で
す
。昭
和
村
で
は
、ア
ロ
マ
キ
ャ
ン

ド
ル
や
パン
作
り
な
ど
多
く
の
体
験

教
室
が
あ
り
、参
加
者
の
皆
さ
ん
に

も
、い
ず
れ
か
を
行
っ
て
も
ら
う
予

定
に
し
て
お
り
ま
す
。

　

昭
和
の
時
代
へ
タ
イ
ム
ス
リ
ッ

プ
し
、
楽
し
く
ハ
イ
キ
ン
グ
に
出

か
け
ま
せ
ん
か
？
大
勢
の
方
の
ご

参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

●
参
加
資
格

　

平
成
29
年
７
月
７
日
、17
日
の
時

点
で
満
18
歳
以
上
の
、身
体
障
害

７
月
に
２
回
開
催
し
ま
す

〈
ハ
イ
キ
ン
グ
大
会
〉

者（
付
添
）及
び
手
動
車
椅
子（
付

添
）の
手
帳
所
持
者
で
愛
知
県
内

（
名
古
屋
市
内
を
除
く
）に
居
住

す
る
方
。手
動
の
車
椅
子
で
参
加

さ
れ
る
方
に
つい
て
は
必
ず
介
助
者

と
同
伴
で
、ご
参
加
く
だ
さ
い
。介

助
者（
付
添
）は
バ
ス
の
乗
降
、移
動

等
の
介
助
が
出
来
る
方
に
限
り
ま

す
。

●
参
加
費

　

２
，
５
０
０
円

（
昼
食
等
を
含
み
ま
す
）

※
付
添
の
方
も
参
加
費
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

●
交
通
手
段

　

福
祉
バ
ス
（
発
着
ま
で
）

●
申
込
方
法

　

募
集
期
間
を
６
月
１
日
か
ら
20

日
ま
で
と
し
、
募
集
定
員
各
30
名

に
な
り
次
第
終
了
。
申
込
み
、
詳

細
に
つ
い
て
は
愛
身
連
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。
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手
話
言
語
・
障
害
者

コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン
条
例
が
制
定
さ
れ
ま
し
た
！

第
17
回
愛
知
県
身
体
障
害
者

相
談
員
研
修
会
を
開
催
！

第
56
回
愛
知
県

身
体
障
害
者
福
祉
大
会
の

陳
情
を
行
い
ま
し
た

陳
情
に
お
け
る
要
望
と

愛
知
県
か
ら
の
回
答（
概
要
）

Ｊ
Ｒ
ジ
パ
ン
グ
倶
楽
部
で
よ
い
旅
を
！

第
７
回
愛
知
県
身
体
障
害
者

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
　
11
月
半
田
市
で
開
催
！

　

11
月
26
日（
日
）に
半
田
運
動
公

園
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
第
７
回

愛
知
県
身
体
障
害
者
グ
ラ
ウ
ン
ド・

ゴ
ル
フ
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
前
夜
の
雨
で
グ
ラ
ウ

ン
ド
状
態
が
悪
い
中
、
又
、
当
日

も
小
雨
模
様
の
中
で
競
技
を
行
い

ま
し
た
。
そ
の
中
で
も
ホ
ー
ル
イ

ン
ワ
ン
が
多
数
出
る
な
ど
、
参
加

者
皆
さ
ん
の
レ
ベ
ル
の
高
さ
を
感

じ
る
大
会
に
な
り
ま
し
た
。

　

参
加
案
内
等
に
つ
い
て
は
、
愛

身
連
地
区
協
議
会
を
通
じ
て
、
愛

身
連
支
部
へ
お
知
ら
せ
い
た
し
ま

す
。
今
年
も
多
く
の
方
の
ご
参
加

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　

２
月
５
日（
日
）～
６
日（
月
）の

２
日
間
、
第
17
回
愛
知
県
身
体
障

害
者
相
談
員
研
修
会
を
西
尾
市
の

「
グ
リ
ー
ン
ホ
テ
ル
三
ヶ
根
」
で

開
催
し
ま
し
た
。

　

研
修
会
に
は
延
べ
58
名
の
相
談

員
の
方
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

研
修
１
日
目
は
「
成
年
後
見
制

度
に
つ
い
て
」
と
し
て
尾
張
東
部

成
年
後
見
セ
ン
タ
ー
長
の
住
田
敦

子
氏
に
成
年
後
見
制
度
の
基
礎
知

識
と
活
用
に
つ
い
て
詳
し
く
お
話

し
し
て
い
だ
だ
き
ま
し
た
。

　

２
日
目
の
１
コ
マ
目
は
、
地
域

フ
ォ
ー
ラ
ム
と
し
て
Ａ
Ｊ
Ｕ
自
立

の
家
「
障
害
者
ヘ
ル
パ
ー
ス
テ
ー

シ
ョ
ン　

マ
イ
ラ
イ
フ
刈
谷
」
所

長
の
佐
藤
元
紀
氏
に
「
障
害
が

あ
っ
て
も
普
通
～
身
近
な
事
例
か

ら
知
る
差
別
～
」
に
つ
い
て
講
演

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
筋
ジ
ス

ト
ロ
フ
ィ
ー
の
障
害
を
持
つ
佐
藤

氏
の
経
験
を
通
し
て
の
お
話
し
を

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
２
コマ
目
は
、「
介
護
保
険
の
し
く

み
に
つ
い
て
」と
題
し
て
愛
知
県
高

齢
福
祉
課
の
小
島
課
長
補
佐
よ
り

介
護
保
険
の
仕
組
み
や
改
正
の
経

緯
と
制
度
の
見
直
し
、愛
知
県
内

外
の
制
度
の
現
状
に
つ
い
て
お
話
し

を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

２
日
間
の
研
修
会
を
熱
心
に
受

け
ら
れ
た
相
談
員
の
皆
様
は
、今
後

増
々
、相
談
業
務
が
充
実
し
て
い
く

も
の
と
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
お
忙

し
い
中
、
講
演
し
て
い
た
だ
い
た

３
名
の
講
師
の
方
に
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

　

電
車
に
乗
っ
て
お
出
か
け
に
な

る
場
合
、
Ｊ
Ｒ
の
「
ジ
パ
ン
グ
倶

楽
部　

特
別
会
員
」
が
お
得
で

す
。
ぜ
ひ
、
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

【
加
入
年
齢
】

　

男
性
60
歳
以
上　

　

女
性
55
歳
以
上

【
年
会
費
】

　

年
会
費
１
、
３
５
０
円　

　

入
会
金
無
料

【
特
典
】

　

Ｊ
Ｒ
の
窓
口
で
障
害
者
手
帳
を

提
示
し
て
購
入
し
た
乗
車
券
が
片

道
、往
復
、連
続
乗
車
券
の
い
ず
れ
か

で
２
０
１
キ
ロ
以
上
あ
る
と
き
、ジ
パ

ン
グ
倶
楽
部
の
会
員
で
あ
れ
ば
２
～

３
割
引
で
特
急
券
が
購
入
で
き
ま

す
。ま
た
、第
１
種
身
体
障
害
者
の

介
護
者
の
方
が
同
時
に
購
入
す
る
場

合
も
特
急
券
が
割
引
に
な
り
ま
す
。

２
０
１
キ
ロ
以
上
の
乗
車
券
を
購
入

し
た
場
合
、２
０
１
キ
ロ
以
上
な
く
て

も
特
急
券
が
割
引
に
な
り
ま
す
。

【
割
引
除
外
】

・
新
幹
線
「
の
ぞ
み
号
」
「
み
ず

ほ
号
」
の
特
急
料
金
（
自
由
席

を
含
む)

・
寝
台
料
金
、
在
来
線
の
グ
リ
ー

ン
個
室
料
金

・
グ
リ
ー
ン
料
金

・
グ
ラ
ン
ク
ラ
ス
料
金

・
寝
台
列
車
の
２
人
用
個
室
を
利

用
す
る
場
合
の
特
急
料
金

・
Ｊ
Ｒ
バ
ス
及
び
フ
ル
ム
ー
ン
パ

ス
、
特
急
回
数
券
な
ど

【
割
引
除
外
期
間
】

　

４
月
27
日
～
５
月
６
日
、
８
月

11
日
～
８
月
20
日
、
12
月
28
日
～

１
月
６
日

【
注
意
点
】

　

特
別
会
員
に
は
、
夫
婦
会
員
制

度
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
会
員

誌
「
ジ
パ
ン
グ
倶
楽
部
」
は
お
届

け
し
て
い
ま
せ
ん
。

【
手
続
き
に
つ
い
て
】

　

詳
細
及
び
申
込
み
に
つ
い
て

は
、
お
住
ま
い
の
身
障
会
ま
で
。

　

平
成
28
年
12
月
18
日（
日
）に
稲

沢
市
で
行
い
ま
し
た
「
第
56
回
愛

知
県
身
体
障
害
者
福
祉
大
会
」
に

お
い
て
採
択
さ
れ
た
決
議
事
項

に
つ
い
て
、
平
成
29
年
２
月
22
日

（
水
）、
愛
知
県
へ
陳
情
を
行
い

ま
し
た
。

　

愛
身
連
か
ら
は
加
賀
会
長
、鎌

田
副
会
長
、永
田
事
務
局
長
、宇
野

書
記
、愛
知
県
か
ら
は
長
谷
川
健

康
福
祉
部
長
、植
羅
障
害
福
祉
課

長
、保
木
井
主
幹
、柴
田
課
長
補

佐
、岡
田
主
査
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

加
賀
会
長
よ
り
長
谷
川
健
康
福

祉
部
長
へ「
身
体
障
害
者
の
意
見
を

ご
賢
察
い
た
だ
き
、実
現
に
向
け
て

の
配
慮
を
お
願
い
し
ま
す
。」と
陳

情
書
を
手
渡
し
ま
し
た
。

要
望
１　
Ｊ
Ｒ
ジ
パ
ン
グ
倶
楽
部

に
つ
い
て
は
、
障
害
者
の
社
会
参

加
の
た
め
に
有
効
に
活
用
し
て
い

る
。
そ
の
一
方
で
、
新
幹
線
の
運

行
が
「
の
ぞ
み
」
中
心
と
な
り
、

利
用
希
望
が
多
い
に
も
関
わ
ら
ず

割
引
の
対
象
外
と
な
っ
て
い
る
。

新
幹
線
「
の
ぞ
み
」
の
利
用
が
可

能
と
な
る
よ
う
に
さ
れ
た
い
。

要
望
２　

有
料
道
路
に
お
け
る
障

害
者
割
引
の
要
件
に
つ
い
て
は
、

車
両
登
録
か
ら
障
害
者
手
帳
の
提

示
へ
の
見
直
し
や
、
福
祉
団
体
等

が
利
用
す
る
車
両
へ
の
対
象
範
囲

の
拡
大
を
さ
れ
た
い
。

回
答　

１
及
び
２
に
対
し
て
、
各

公
共
交
通
機
関
等
で
は
、
鉄
道
運

賃
や
通
行
料
金
の
割
引
制
度
を
各

事
業
者
が
定
め
て
い
ま
す
。
県
と

し
ま
し
て
は
、
関
係
機
関
へ
の
働

き
か
け
と
と
も
に
実
現
に
向
け
て

取
組
む
よ
う
要
請
し
て
い
ま
す
。

要
望
３　

歩
者
分
離
式
交
差
点
に

視
覚
障
害
者
用
音
響
式
信
号
機
の

設
置
を
義
務
づ
け
て
い
た
だ
き
た

い
。

回
答　

駅
や
市
役
所
、
病
院
な
ど

視
覚
障
害
の
あ
る
方
が
日
常
的
に

利
用
さ
れ
る
施
設
の
周
辺
に
あ
る

信
号
機
を
中
心
に
整
備
を
進
め
て

お
り
、
視
覚
障
害
の
あ
る
方
が
横

断
可
能
な
方
向
等
を
誤
認
し
な
い

よ
う
な
整
備
も
行
っ
て
い
ま
す
。

要
望
４　

国
道
・
県
道
に
お
い

て
、
各
市
町
村
の
公
共
施
設
ま
た

は
障
害
者
施
設
を
利
用
す
る
視
覚

障
害
者
に
安
全
な
「
エ
ス
コ
ー
ト

ゾ
ー
ン
（
横
断
歩
道
上
の
点
字
ブ

ロ
ッ
ク
）」
を
設
置
さ
れ
た
い
。

回
答　

利
用
頻
度
の
高
い
駅
や
役

所
、
病
院
、
福
祉
施
設
な
ど
を
中

心
に
、
毎
年
10
か
所
程
度
を
新
た

に
整
備
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

要
望
５　

公
共
交
通
機
関
は
、
災

害
や
緊
急
事
態
が
発
生
し
た
場

合
、
災
害
弱
者
（
聴
覚
障
害
者

等
）
に
も
情
報
が
確
実
に
届
く
よ

う
に
万
全
の
体
制
を
整
え
て
く
だ

さ
い
。

回
答　

交
通
事
業
者
と
の
意
見
交

換
の
場
な
ど
を
通
し
て
、
聴
覚
障

害
者
等
の
災
害
弱
者
に
も
情
報
が

確
実
に
届
く
よ
う
、
働
き
か
け
を

行
っ
て
い
ま
す
。

要
望
６　

個
人
病
院
で
は
バ
リ
ア

フ
リ
ー
化
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
が

少
な
い
の
で
、
総
合
病
院
の
利
用

に
あ
た
っ
て
は
、
車
い
す
利
用
者

は
紹
介
状
無
し
で
も
受
診
で
き
る

よ
う
に
配
慮
く
だ
さ
い
。

回
答　

病
院
な
ど
不
特
定
多
数
の

者
が
利
用
す
る
施
設
に
つ
い
て

は
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
推
進
し

て
い
ま
す
。
な
お
、
紹
介
状
な
し

で
大
病
院
を
受
診
し
た
場
合
、

初
・
再
診
時
に
特
別
の
料
金
が
徴

収
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
紹
介
状
な

し
で
の
受
診
が
で
き
な
い
と
す
る

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

要
望
７　

平
成
28
年
４
月
、
障
害

者
差
別
解
消
法
や
障
害
者
差
別
解

消
推
進
条
例
の
全
面
施
行
を
受

け
、
本
法
律
・
条
例
が
広
く
県
民

に
周
知
さ
れ
る
よ
う
理
解
啓
発
を

推
進
さ
れ
た
い
。

回
答　

県
の
広
報
媒
体
等
に
よ
る

啓
発
を
行
う
と
共
に
、
ポ
ス
タ
ー

掲
示
、
公
共
交
通
機
関
の
中
吊
り

広
告
の
掲
示
、
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の

町
内
回
覧
な
ど
の
啓
発
活
動
を
行

い
、
ま
た
、
関
連
す
る
事
業
も
実

施
し
て
い
ま
す
。

要
望
８　

自
転
車
運
転
に
お
い

て
、
無
灯
火
・
歩
道
で
の
ス
ピ
ー

ド
の
出
し
す
ぎ
等
に
よ
っ
て
歩
行

者
へ
の
事
故
を
起
こ
さ
な
い
よ
う

に
、
学
校
教
育
の
一
環
と
し
て
交

通
安
全
の
積
極
的
な
取
り
組
み
を

お
願
い
し
た
い
。

回
答　

各
学
校
に
お
い
て
交
通
安

全
指
導
を
行
っ
た
り
、
県
立
学
校

の
交
通
安
全
指
導
担
当
者
を
対
象

に
研
修
を
実
施
し
て
お
り
、
交
通

ル
ー
ル
の
遵
守
の
み
な
ら
ず
「
思

い
や
り
」
を
も
っ
た
自
転
車
運
転

が
で
き
る
生
徒
の
育
成
を
目
指
し

て
粘
り
強
く
指
導
を
続
け
る
よ

う
、
働
き
か
け
て
ま
い
り
ま
す
。

要
望
９　

車
い
す
駐
車
場
お
よ
び

視
覚
障
害
者
用
ブ
ロ
ッ
ク
の
上
に

物
が
置
い
て
あ
る
と
、利
用
で
き
な

か
っ
た
り
、転
倒
等
の
危
険
が
伴
う

の
で
、マ
ナ
ー
向
上
の
呼
び
か
け
を

周
知
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

回
答　

県
有
施
設
の
管
理
者
に
周

知
す
る
と
と
も
に
、
県
が
実
施
し

て
い
る
「
県
政
お
届
け
講
座
」
等

で
県
民
や
事
業
者
へ
周
知
し
て
ま

い
り
ま
す
。

要
望
10　

高
次
脳
機
能
障
害
者
の

実
情
を
広
く
県
民
に
理
解
し
て
も

ら
う
よ
う
努
め
る
と
と
も
に
、
高

次
脳
機
能
障
害
者
に
対
す
る
支
援

策
を
講
ず
る
よ
う
要
望
す
る
。

回
答　

高
次
脳
機
能
障
害
及
び
そ

の
関
連
障
害
に
対
す
る
支
援
を
行

う
た
め
の
支
援
拠
点
機
関
（
名
古

屋
市
総
合
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

セ
ン
タ
ー
）
を
置
き
、
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
な
ど
の
啓
発
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
支
援
体
制
の
充

実
、
強
化
を
図
っ
て
お
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
高
次
脳
機
能
障
害
者

の
家
族
を
相
談
員
と
す
る
相
談
会

を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

要
望
11　

重
度
の
身
体
障
害
者
が

短
期
入
所
（
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
）

を
利
用
し
た
い
場
合
、
地
域
に

よ
っ
て
は
近
く
に
利
用
で
き
る
施

設
が
な
い
の
で
、
要
援
護
者
や
介

護
者
の
負
担
軽
減
を
図
る
た
め
に

も
事
業
所
を
増
や
し
て
ほ
し
い
。

回
答　

地
域
で
の
継
続
し
た
生
活

が
可
能
と
な
る
よ
う
に
量
的
拡
充

を
目
指
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

国
庫
補
助
制
度
を
活
用
し
、
必
要

と
認
め
ら
れ
る
整
備
計
画
に
対

し
、
助
成
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

要
望
12　

身
体
障
害
者
相
談
員
へ

の
研
修
を
継
続
実
施
す
る
と
と
も

に
、
県
内
市
町
村
に
対
し
、
障
害

者
相
談
員
の
重
要
性
を
周
知
徹
底

す
る
こ
と
。

回
答　

市
町
村
が
任
命
す
る
身
体

障
害
者
相
談
員
に
対
す
る
研
修
に

つ
い
て
は
、県
に
お
い
て
引
き
続
き

実
施
す
る
と
と
も
に
、身
体
障
害

者
相
談
員
の
重
要
性
に
つ
い
て
、市

町
村
担
当
者
が
集
ま
る
会
議
の
場

で
周
知
し
て
ま
い
り
ま
す
。

要
望
13　

愛
知
県
身
体
障
害
者
福

祉
団
体
連
合
会
組
織
強
化
の
た

め
、
各
市
町
村
は
、
身
体
障
害
者

手
帳
交
付
者
に
対
し
て
障
害
者
団

体
の
情
報
提
供
や
入
会
の
紹
介
等

に
協
力
す
る
よ
う
要
望
す
る
。

回
答　

福
祉
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
に
、愛

身
連
を
含
む
主
な
障
害
者
団
体
を

掲
載
し
、市
町
村
窓
口
で
障
害
者

手
帳
交
付
者
へ
の
情
報
提
供
な
ど

に
活
用
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
貴
団
体
の
機
関
誌
の
配

布
や
団
体
主
催
の
イ
ベ
ン
ト
等
の

予
定
を
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
掲
載

す
る
な
ど
の
協
力
は
可
能
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

※
愛
知
県
か
ら
の
回
答
の
全
文
に
つ

い
て
は
各
支
部
へ
発
送
し
て
お
り

ま
す
の
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　

愛
知
県
で
は
、
平
成
28
年
10
月

に
手
話
言
語
・
障
害
者
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
条
例
を
制
定
し
ま
し

た
。（
正
式
名
称
は
、「
手
話
言
語

の
普
及
及
び
障
害
の
特
性
に
応
じ

た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段
の

利
用
の
促
進
に
関
す
る
条
例
」）

　

こ
の
条
例
は
、
手
話
言
語
の
普

及
及
び
障
害
の
特
性
に
応
じ
た
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段
の
利
用

の
促
進
を
図
り
、
も
っ
て
全
て
の

県
民
が
、
障
害
の
有
無
に
よ
っ
て

分
け
隔
て
ら
れ
る
こ
と
な
く
、
相

互
に
人
格
と
個
性
を
尊
重
し
合
い

な
が
ら
共
生
す
る
社
会
の
実
現
に

寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

基
本
理
念
を
定
め
、
そ
の
下
に
、

県
の
責
務
、
県
民
、
事
業
者
の
役

割
及
び
学
校
等
の
設
置
者
の
取
組

を
明
ら
か
に
し
て
い
ま
す
。

〈
基
本
理
念
〉

・
手
話
言
語
の
普
及
及
び
障
害
の

特
性
に
応
じ
た
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
手
段
の
利
用
の
促
進
は
、全
て

の
県
民
が
、障
害
の
有
無
に
よ
っ

て
分
け
隔
て
ら
れ
る
こ
と
な
く
、

相
互
に
人
格
と
個
性
を
尊
重
し

合
う
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
の

認
識
の
下
に
行
う
こ
と
。

・
手
話
言
語
の
普
及
は
、
手
話
が

独
自
の
体
系
を
有
す
る
言
語
で

あ
っ
て
、
手
話
を
使
い
日
常
生

活
又
は
社
会
生
活
を
営
む
者
が

受
け
継
い
で
き
た
文
化
的
所
産

で
あ
る
と
の
認
識
の
下
に
行
う

こ
と
。

・
障
害
の
特
性
に
応
じ
た
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段
の
利
用
の

促
進
は
、
全
て
の
県
民
が
、
障

害
の
特
性
に
応
じ
た
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段
を
利
用
す
る

こ
と
の
重
要
性
を
認
め
る
と
と

も
に
、
そ
の
選
択
の
機
会
の
確

保
及
び
利
用
の
機
会
の
拡
大
が

図
ら
れ
る
こ
と
。

〈
対
象
と
す
る

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段
〉

　

手
話
、
要
約
筆
記
、
点
字
、
触

覚
を
使
っ
た
意
思
疎
通
、
筆
談
、

代
筆
、
音
訳
、
平
易
な
言
葉
、
代

読
、
実
物
又
は
絵
図
の
提
示
、
重

度
障
害
者
用
意
思
伝
達
装
置
等
。


